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(
1
)
完
全
競
争
。
〔註
1
〕
れ
ぞ
れ
―
つ
の
市
場
・
価
格
・
総
需
要
函
数
・
総
供
給
函
数
が
存
在
す
る
。
〔註
1
〕
。
〈
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
前
提
第
一
節
二
五
(
3
)
こ
れ
ら
の
価
格
は
将
来
も
現
在
の
価
格
と
同
じ
も
(
2
)
労
働
・
商
品
・
証
券
・
貨
幣
の
四
つ
の
合
成
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
取
扱
う
。
こ
れ
ら
に
は
そ
。
ハ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
W
o
r
k
i
n
g
お
い
た
恣
意
的
な
若
干
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
を
試
み
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
国
際
均
衡
の
財
的
・
貨
幣
的
基
礎
の
綜
合
理
論
の
て
が
か
り
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
D
o
n
 Patinkin: 
M
o
n
e
y
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n
d
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2
n
d
 Printing, 1
9
5
7
,
 
P
a
r
t
 T
w
o
,
 M
a
c
r
o
e
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 
を
導
入
し
た
。
（
テ
ィ
ン
キ
ン
の
理
論
、
ま
え
が
き
パ
テ
ィ
木
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
本
稿
の
目
的
は
封
鎖
体
系
の
も
と
で
貨
幣
作
用
の
積
極
性
の
根
拠
付
け
の
た
め
に
実
質
現
金
残
高
効
果
(
r
e
a
l
,
b
a
l
a
n
c
e
effect) 
〔註
1
〕
と
く
に
こ
こ
で
は
そ
の
巨
視
的
模
型
と
W
o
r
k
i
n
g
を
考
察
し
、
つ
い
で
わ
た
く
し
自
身
の
村
の
適
用
滋
206 
労
働
・
商
品
・
証
券
・
貨
幣
の
各
市
場
に
お
け
る
需
給
均
衡
条
件
を
つ
ぎ
の
ご
と
く
想
定
す
る
。
姦
K
o
)
1
1
晶）
告
9
r
」咆）
1
1
s
(
!
f
K
o
)
 
(
2
)
 
(
1
)
 
亜
gn丑
華
涼
塞
丑
葦
て
い
る
。
る。
存
在
し
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
実
質
所
得
・
実
質
証
券
保
有
・
実
質
貨
幣
残
高
の
各
集
計
値
に
影
響
な
き
か
ぎ
り
分
配
効
(
5
)
各
総
函
数
は
貨
幣
・
証
券
と
い
う
形
の
資
産
な
ら
び
に
物
理
的
資
産
そ
れ
ぞ
れ
の
実
質
価
値
の
変
化
の
影
響
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
(
r
e
a
l
,
b
a
l
a
n
c
e
effect, 
r
e
a
l
,
i
n
d
e
b
t
e
d
n
e
s
s
 
effect, 
physical,asset effect)。
か
し
な
が
ら
分
析
を
純
投
資
が
物
理
的
資
産
の
現
存
ス
ト
ッ
ク
に
比
べ
て
小
で
あ
る
期
間
に
限
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
理
的
資
産
効
果
は
無
視
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
資
産
の
価
格
が
常
に
一
般
物
価
水
準
と
同
じ
比
率
で
変
化
す
る
こ
と
を
仮
定
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
(
6
)家
計
・
企
業
・
政
府
を
仮
定
す
る
。
家
計
の
収
入
は
労
賃
•
利
潤
•
利
子
お
よ
び
、
保
有
証
券
の
元
金
の
回
収
で
あ
り
、
支
出
は
企
業
よ
り
の
消
費
財
と
証
券
の
購
入
、
現
金
残
高
へ
の
追
加
、
税
金
の
支
払
で
あ
る
。
企
業
の
収
入
は
家
計
と
政
府
へ
の
消
費
財
の
販
売
、
他
の
企
業
へ
の
投
資
財
の
販
売
、
家
計
へ
の
証
券
の
阪
売
で
あ
り
、
支
出
は
家
計
へ
の
労
賃
•
利
潤
•
利
子
の
支
払
と
既
発
行
証
券
の
買
戻
し
、
現
金
残
高
へ
の
追
加
で
あ
る
。
政
府
は
家
計
よ
り
税
金
を
受
取
り
こ
れ
を
企
業
よ
り
の
消
費
財
の
購
入
に
使
用
し
、
こ
れ
ら
を
そ
の
経
済
に
無
償
で
給
付
し
て
い
る
。
簡
単
化
の
た
め
政
府
支
出
の
実
質
価
値
は
不
変
的
水
準
に
固
定
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
政
府
は
現
金
残
高
お
よ
び
企
業
の
証
券
を
保
有
せ
ず
、
模
型
ー
需
給
均
衡
体
系
果
は
存
在
し
な
い
も
の
と
す
る
。
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
信
を
も
っ
て
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
政
府
債
も
発
行
し
な
い
。
即
ち
予
算
を
税
収
入
に
均
衡
さ
せ
(
4
)
各
総
函
数
は
マ
ネ
ー
・
イ
ル
ゥ
ジ
ョ
ン
(
M
o
n
e
y
illusion) 
パ
テ
ィ
ソ
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
1
一六
し の
207 
ち
、
ま
ず
需
要
函
数
よ
り
物
理
的
資
産
の
保
有
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
述
の
前
提
(
5
)
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
つ
ぎ
に
消
費
函
数
と
投
資
函
数
よ
り
証
券
保
有
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
消
費
函
数
は
家
計
の
初
期
純
証
券
保
有
（
純
貸
付
）
の
実
質
価
値
に
依
存
し
、
投
資
函
数
は
こ
れ
を
ち
ょ
う
ど
相
殺
し
て
い
る
企
業
の
マ
イ
ナ
ス
の
初
期
純
証
券
保
有
（
純
借
入
）
の
実
質
価
値
に
依
存
す
べ
き
も
の
と
し
て
示
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
総
需
要
函
数
に
関
心
を
も
っ
で
あ
る
。
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ソ
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
二
七
即
Q
は
労
働
総
需
要
函
数
、
R
は
労
働
総
供
函
数
、
W
は
貨
幣
賃
金
率
、
P
は
物
価
水
準
、
K
は
総
固
定
的
資
本
設
備
で
所
与
、
F
は
商
品
実
質
総
需
要
函
数
、
Y
ほ
粗
実
質
国
民
所
得
な
い
し
粗
実
質
国
民
生
産
物
、
r
は
利
子
率
、
H
は
証
券
実
質
総
需
要
函
数
、
］
は
O
H
O
F
o
 
証
券
実
質
総
供
給
函
数
、
M
は
貨
幣
数
量
、
M
は
家
計
の
初
期
名
目
貨
幣
保
有
量
、
M
は
企
業
の
初
期
名
目
貨
幣
保
有
量
で
、
M
o
1
1
A
f
g
+
A
f
5
で
あ
る
。
L
は
貨
幣
実
質
総
需
要
函
数
で
あ
る
。
山
式
で
は
労
働
需
要
は
総
固
定
的
資
本
設
備
Klを
所
与
と
し
て
実
質
賃
金
w
-
P
の
減
少
函
数
、
労
働
供
給
は
実
質
賃
金
の
増
加
函
数
と
さ
れ
る
。
②
式
の
商
品
実
質
総
需
要
は
消
費
•
投
資
・
政
府
支
出
よ
り
合
成
さ
れ
る
。C
を
家
計
に
よ
る
消
費
財
の
実
質
需
要
、
I
を
企
業
に
よ
る
投
資
財
の
実
質
需
要
、
G
を
政
府
の
消
費
財
に
た
い
す
る
不
変
的
実
質
需
要
、
Y
を
粗
実
質
国
民
所
得
、
E
を
総
実
質
需
要
と
す
れ
ば
、
C
1
1
g
(
Y
,
r, 
M
1
J
/
p
)
,
 
I
=
h
(
Y
,
 r, 
M
`
5
4
P
)
9
 
E
1
1
F
.
(
Y
,
 r, 
M
o
!
P
)
=
=
g
(
Y
`
r
,
 
M
I
J
/
p
)
＋
h
(
Y
,
 
r, 
M
g
/
p
)
+
G
o
 
(4) 
p
.
L
(
Y
；
亭
）
1
1
M
o
(3) 
こ
の
商
品
実
質
総
需
要
函
数
に
か
ん
し
て
な
さ
れ
て
い
る
以
下
の
ご
と
き
単
純
化
に
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
途
泰
丑
夢
宦
湘
丑
夢
r
p
.
H
(
Y
3
}
し姿）
1
ミ
(Y,
"f,
喋）
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翌
1
1
d
P
.
H
(
)"
Bs"
"rP•J( 
）
で
あ
り
、
証
券
需
給
の
貨
幣
額
は
B
d
/
r
1
1
.
p
.
H
(
), 
B
'
/
r
1
1
P
・
J
(
 
）
で
、
証
③
式
に
お
い
て
は
一
期
当
り
一
貨
幣
単
位
の
利
子
を
支
払
う
永
久
債
券
（
p
e
r
p
e
t
u
i
t
y
)
に
つ
い
て
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
需
給
が
想
定
さ
れ
る
。
利
子
率
は
利
子
を
証
券
価
格
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
証
券
価
格
ほ
1
-
r
で
あ
る
。
す
で
に
前
提
(
6
)
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
証
券
需
要
者
は
家
計
で
、
供
給
者
は
企
業
で
あ
る
。
証
券
需
給
の
名
目
量
（
枚
数
）
を
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ザ
と
す
れ
ば
せ
る
。
実
質
賃
金
率
の
上
昇
（
下
落
）
は
商
品
供
給
を
減
少
（
増
加
）
さ
て
お
り
、
か
つ
分
配
効
果
の
不
存
在
を
仮
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
総
需
要
函
数
は
そ
の
経
済
に
お
け
る
初
期
証
券
保
有
の
総
計
に
依
存
し
て
お
り
、
し
か
も
封
鎖
経
済
で
は
こ
の
総
計
は0
に
等
し
く
、
か
よ
う
な
わ
け
で
総
需
要
函
数
を
構
成
す
る
消
費
函
数
•
投
資
函
数
か
ら
も
証
券
保
有
を
除
外
し
て
い
る
。
さ
ら
に
消
費
は
す
く
な
く
と
も
実
質
可
処
分
所
得
に
依
存
し
て
い
る
の
に
粗
実
質
国
民
所
得
の
函
数
と
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
問
題
が
花
在
す
る
が
、
減
価
償
却
費
を
粗
実
質
国
民
生
産
物
(1
粗
実
質
国
民
所
得
）
の
一
定
比
率
b
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
質
可
処
分
所
得
は
(
1
|
b
)
Y
|
G
o
で
示
さ
れ
、
粗
実
質
国
民
所
得
y
を
こ
の
指
標
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
商
品
総
需
要
は
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
か
ぎ
り
、
実
質
所
得
水
準
も
し
く
は
実
質
残
高
の
上
昇
（
下
落
）
に
よ
り
増
加
（
減
少
）
す
る
。
た
だ
し
実
質
所
得
も
し
く
は
実
質
残
高
よ
り
す
る
商
品
へ
の
限
界
支
出
性
向
は
正
で
は
あ
る
が
1
よ
り
小
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
利
子
率
の
上
昇
（
下
落
）
は
家
計
の
貯
蓄
を
増
加
露
冗
フ
）
せ
し
め
当
期
の
商
品
需
要
を
減
少
（
増
加
）
せ
し
め
、
他
方
資
本
の
限
界
効
率
逓
減
の
も
と
で
は
企
業
の
投
資
需
要
を
減
少
（
増
加
）
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
物
価
水
準
の
上
昇
（
下
落
）
は
実
質
現
金
残
高
の
減
少
（
増
加
）
を
惹
き
起
し
総
需
要
を
減
少
（
増
加
）
せ
し
め
る
。
商
品
の
総
供
給
函
数
は
総
生
産
函
数
Y
1
1
0
(
N
,
K
o
)
 
(
た
だ
し
N
は
労
働
総
投
入
量
）
の
N
に
最
適
労
働
需
要
量
Q
(
w
/
p
,
K
o
)
を
代
入
し
て
、
Y
1
1
P
[
Q
(
w
/
p
,
 
K
o
)
K`
o
]
1
1
1
S
(
w
/
p
,
 
K
o
)
で
示
さ
れ
る
。
パ
テ
ィ
ン
キ
ソ
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
ニ
八
209 
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ソ
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
実
質
・
名
目
証
券
供
給
を
増
加
さ
せ
る
。
実
質
残
高
の
増
加
（
減
少
）
二
九
）
で
も
っ
て
示
さ
れ
る
。
•
も
し
く
は
実
質
所
得
あ
る
い
は
実
質
残
高
の
増
加
（
減
少
）
は
実
質
・
名
目
証
券
需
要
を
増
加
（
減
少
）
さ
せ
る
。
名
目
証
券
保
有
量
に
つ
い
て
い
え
ば
、
物
価
水
準
の
上
昇
（
下
落
）
は
一
っ
は
実
質
残
高
を
通
）
の
H
に
乗
じ
た
P
を
通
じ
て
、
併
せ
て
比
例
以
下
の
需
要
増
加
（
減
少
）
を
も
た
ら
す
。
粗
国
民
生
産
物
の
増
加
は
生
産
量
拡
大
に
伴
う
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
・
設
備
・
在
庫
品
に
金
融
す
る
た
め
の
資
本
借
入
の
必
要
の
ゆ
え
に
は
実
質
・
名
目
証
券
供
給
を
減
少
（
増
加
）
さ
せ
る
。
利
子
率
の
上
昇
（
低
下
）
は
実
質
証
券
供
給
を
減
少
（
増
加
）
さ
せ
る
。
こ
の
弾
力
性
の
絶
対
値
が
1
よ
り
小
な
る
か
ぎ
り
、
利
子
率
の
上
昇
（
低
下
）
は
そ
の
比
例
以
下
の
名
目
証
券
の
供
給
増
加
（
減
少
）
を
も
た
ら
す
。
物
価
水
準
の
上
昇
（
下
落
）
は
比
例
以
上
の
名
目
証
④
式
で
は
政
府
発
行
の
法
定
紙
幣
の
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
需
給
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
取
引
お
よ
び
予
備
的
動
機
の
み
を
考
察
〔註
2
〕
す
る
。
上
述
の
三
つ
の
市
場
に
か
ん
す
る
議
論
は
予
算
制
約
と
併
せ
て
貨
幣
の
超
過
需
要
函
数
の
形
を
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
実
質
所
得
の
増
加
が
一
部
は
商
品
と
証
券
の
実
質
需
要
の
増
加
に
向
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
残
り
は
貨
幣
の
需
要
増
加
に
あ
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
か
ぎ
り
、
貨
幣
の
実
質
需
要
量
は
実
質
所
得
の
上
昇
（
下
落
）
か
実
質
残
高
の
増
加
（
減
少
）
も
し
く
は
利
子
率
の
低
下
（
上
昇
）
に
よ
っ
て
増
加
（
減
少
）
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
名
目
貨
幣
保
有
に
つ
い
て
い
え
ば
、
物
価
水
準
の
上
昇
（
下
落
）
は
そ
の
比
例
以
下
の
需
要
増
加
（
減
少
）
を
生
ず
る
。
最
後
に
貨
幣
供
給
量
は
不
変
と
仮
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
の
マ
ネ
ー
・
イ
ル
ゥ
ジ
ョ
ン
不
存
在
仮
定
の
意
味
を
矢
尾
教
授
の
叙
述
を
参
照
し
つ
つ
以
上
の
〔註
3
〕
体
系
か
ら
見
究
め
て
お
こ
う
。
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
は
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の
同
次
性
の
公
準
ー
財
・
用
役
の
需
給
は
相
対
価
格
の
み
の
函
数
券
供
給
増
加
（
減
少
）
を
も
た
ら
す
。
じ
て
、
―
つ
は
ミ
P
•
H
(
ま
た
実
質
子
率
の
上
昇
（
低
下
）
1
証
券
価
格
の
低
下
（
上
昇
）
券
需
給
の
実
質
価
値
は
B
d
]
d
p
1
1
H
(
)
｀
B
"
]ミ
p
1
1
]
(
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
か
ぎ
り
、
利
210 
さ
き
の
四
式
は
次
の
よ
う
な
体
系
に
表
わ
さ
れ
る
。
条`
k
o
了晶）
各
‘a,
r,
咆）
1
1
Y
o
r
p
.
H
(
Y
o
,
¾
-
皐
）
1
1ミ
(
Y
o
,
¼
-
疇
忍
(Yo,
r
咆`）
1
1
M
o
(8) 
(
7
)
 
(
6
)
 
(
5
)
 
濫
泰
丑
舶
宦
湘
丑
華
亜
翫
丑
睾
涼
塞
丑
華
体
系
W
o
r
k
i
n
gー
完
全
雇
用
の
も
と
で
ー
と
価
格
に
か
ん
す
る
一
次
同
次
性
）
。
で
あ
る
こ
と
ー
を
否
定
し
、
貨
幣
作
用
の
積
極
性
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
実
質
残
高
効
果
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
こ
れ
が
導
入
さ
れ
る
や
、
物
価
水
準
の
変
化
は
実
質
残
高
の
変
化
を
通
じ
て
需
給
量
を
動
か
す
。
か
く
し
て
従
来
の
レ
オ
ン
テ
ィ
ニ
フ
の
同
次
性
公
準
よ
り
脱
却
し
て
い
る
。
バ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
所
謂
マ
ネ
ー
・
イ
ル
ゥ
ジ
ョ
ン
不
存
在
仮
定
は
貨
幣
数
量
と
物
価
水
準
が
同
一
割
合
で
変
化
す
る
か
ぎ
り
は
実
質
残
高
は
変
化
し
な
い
か
ら
財
の
需
給
量
は
不
変
に
と
ど
ま
る
と
い
う
パ
テ
ィ
ソ
キ
ン
的
な
同
次
性
公
準
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
既
述
の
山
ー
山
の
体
系
は
、
た
だ
簡
単
化
の
た
め
に
実
質
残
高
を
省
い
た
労
働
市
場
を
除
い
て
、
各
市
場
に
O
F
O
H
o
 
実
質
残
高
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
貨
幣
数
量
M
、
M
、
M
と
、
利
子
率
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
価
格
即
ち
物
価
水
準
P
と
貨
幣
賃
金
率
w
の
比
例
的
変
化
は
労
働
・
商
品
・
証
券
・
貨
幣
の
実
質
需
給
量
を
不
変
に
と
ど
め
る
。
（
貨
幣
数
量
と
価
格
に
か
ん
す
る
零
次
同
次
性
）
。
た
だ
証
券
需
給
の
貨
幣
額
と
名
目
量
（
枚
数
）
お
よ
び
貨
幣
需
要
の
名
目
額
が
比
例
的
に
変
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
（
貨
幣
数
最
完
全
雇
用
の
仮
定
ー
こ
こ
で
は
簡
単
に
実
質
国
民
生
産
物
y
が
一
定
水
準
兄
に
固
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
ー
の
も
と
で
は
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
゜
21 I 
テ
イ
ラ
ー
展
開
を
し
て
二
次
以
上
の
項
を
省
略
し
て
、
(
1
2
)
 
(1) 
11Bs, 
&
B
 
O
(
M
・
4
p
)
 
—
F2, 
O
F
 
3
‘
 
1
き
と
表
示
し
、
O
F
 
0
(
M
A
)） 
U
O
)
 
(
9
)
 
均
衡
値
の
決
定
t
を
時
間
と
す
れ
ば
、
こ
の
四
式
で
は
未
知
数
は
貨
幣
賃
金
率
W
、
利
子
率
r
、
物
価
水
準
P
の
三
個
で
あ
り
、
て
独
立
な
方
程
式
も
三
個
で
あ
る
の
で
未
知
数
の
均
衡
値
の
決
定
が
可
能
で
あ
る
。
簡
単
化
の
た
め
に
労
働
市
場
の
均
衡
は
即
時
的
に
成
立
す
る
、
即
ち
、
P
の
上
昇
↓
wlp
の
低
下
↓
労
働
の
超
過
需
要
↓
W
の
即
時
的
比
例
的
上
昇
と
な
っ
て
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
．
動
学
的
分
析
を
証
券
市
場
と
商
品
市
場
、
ま
た
は
貨
幣
市
場
と
商
品
市
場
に
か
ぎ
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
考
察
を
証
券
市
場
と
商
品
市
場
に
か
ぎ
っ
て
安
定
条
件
と
t
a
t
o
n
n
e
m
e
n
t
(
模
索
）
の
過
程
を
し
ら
べ
よ
う
。
証
券
な
ら
び
に
商
品
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
貨
幣
残
高
の
分
配
が
均
衡
利
子
率
に
影
響
し
な
い
と
仮
定
し
て
、
H
F
 
B
(
Y
o
,
 
+
｀
遼
）
111H(Yo,
}
,
 
+
)
-
J(Yo, 
}
,
 
+
)
1
1
0
 
M
 
告。＂ゞ
7
)
-
Y
o
1
1
0
で
あ
る
の
で
、
B2, 
6
B
 
I 
0
(
1
/
r
)
 
t
a
t
o
n
n
e
m
e
n
t
を
示
す
動
学
的
方
程
式
は
K
i
(
j
1
1
1
》
•
…
•
•
'
4
)
を
正
の
常
数
と
し
、
〗
1
1
1
|
K
1
B
(
Y
。
．
｝
｀
遠
）
I
B
[
F
(
Y
o
,
r,
遠）ー
Y
o
]
卓
1
1
k
ら
(Yo,
+
｀
逗
）
＋
K
合
(Yo,
r,
遠）
I
Y
。]
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
安
定
条
件
〔註
4
〕
ワ
ル
ラ
ス
法
則
に
よ
っ
212 
こ
れ
を
打
消
す
た
め
の
価
格
上
昇
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
第
1
図
に
示
さ
れ
た
ご
と
く
均
衡
点
は
g
即
ち
(Pò
ro)
利
子
率
の
上
昇
は
証
券
の
実
質
需
要
量
の
増
加
、
名
目
需
tatonnement
の
過
程
K
I
I
[
—
交
—
翌•A
1
1
[
t
i
]
と
お
け
ば
、
安
定
条
件
は
「
特
性
方
程
式
―
K
A
|
d
I
-
1
1
0
の
根
の
実
部
が
す
べ
て
負
な
る
こ
と
」
周
知
の
条
件
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
目
下
の
特
性
〔註
5
〕
方
程
式
が
二
次
式
な
る
こ
と
よ
り
‘
I
K
A
I
1
1
-
K
―
I
A
I
V
o
な
る
条
件
に
帰
す
る
。
と
こ
ろ
で
B
2
A
0
,
B
3
>
。,
F
2
A
0
`
 
な
る
こ
と
よ
り
a
v
o
9
b
八
0
9
C
A
0
,
d
八
0
で、
れ
ば
体
系
は
安
定
で
あ
る
が
、
fiの
相
対
的
な
大
き
さ
が
判
明
し
な
い
か
ぎ
り
―
k
一
の
符
号
は
不
明
で
あ
る
。
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ソ
が
想
定
す
る
よ
う
に
、
も
し
も
K211.Ka110
と
仮
定
す
れ
ば
式
⑥
と
⑦
と
よ
り
第
1
図
を
画
く
。
C
C
曲
線
ほ
均
衡
利
子
率
と
均
衡
価
格
の
pairs
の
軌
跡
で
あ
る
。
こ
の
曲
線
が
右
下
り
で
あ
る
の
は
、
利
子
率
が
高
い
程
商
品
需
要
の
抑
圧
的
効
果
を
相
殺
す
べ
き
実
質
残
高
は
そ
れ
だ
け
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
物
価
は
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
B
B
曲
線
も
証
券
市
場
の
均
衡
を
維
持
す
べ
き
均
衡
利
子
率
と
均
衡
価
格
の
pairs
の
軌
跡
で
あ
る
。
右
上
り
で
あ
る
の
は
、
要
量
の
比
例
以
上
の
増
加
、
実
質
供
給
量
の
減
少
、
名
目
供
給
量
の
比
例
以
下
の
増
加
を
も
た
ら
す
の
で
証
券
の
超
過
需
要
が
生
じ
、
で
あ
り
、
こ
の
均
衡
点
へ
の
収
飲
の
過
程
は
、
商
品
市
場
で
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
物
価
水
準
が
C
C
曲
線
の
右
方
に
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
す
る
利
子
率
に
た
い
し
て
物
価
水
準
は
高
す
ぎ
、
商
品
の
超
過
供
給
を
生
じ
、
物
価
水
準
は
引
下
げ
ら
れ
る
。
同
様
に
C
C
曲
線
I
A
l
<
O
で
あ
る
か
ら
、
k
-
1
1
|（
K
1
K
4
-
K
2
K
s
)ハ^
0
で
あ
こ
こ
で
a11ー
B
2
/
d
,
b11F2̀
 
(l0 
(
1
3
)
 
C11|BsM/p~ 
-
K
-
1
1
|
K
1
K
4
Aハ
0
と
な
っ
て
体
系
は
安
定
で
あ
る
こ
と
が
判
明
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
d11|F3À
[POto 
]
（
P
I
P
o
)
 
K
1
B
s
M
 
K
2
F
s
M
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d
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K
1
B
2
 
司
I
I
L
4
—
g
」(
r
_
r
o
)
＋
l
p
O
P
O
琴
11[
ー
ぷ
予
＋
匂
2]
(
r—
r
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[
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K
誌M
I
K
誌
M
]
(
P
ー
箋0
)
パ
テ
ィ
ソ
キ
ソ
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
F
s
>
。
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＾
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
比
較
静
学
—
貨
幣
量
変
化
の
効
果
ど
め
て
お
こ
う
。
A
、
c
 
ro 
弟 1
I 
m 1b↓/k 
>}e、ー：；／
dL !N 
4
 
I
 
B
 
o
o
B
 
c
 ゃ。 ヤ
―
つ
の
市
場
よ
り
発
し
て
い
る
市
場
力
は
I
、
超
過
購
買
力
の
一
部
を
証
券
（
商
品
）
需
要
に
向
け
て
、
証
券
（
商
の
左
方
に
あ
れ
ば
商
品
の
超
過
需
要
が
生
じ
、
物
価
水
準
を
引
上
げ
る
作
用
が
働
く
。
証
券
市
場
で
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
利
子
率
が
B
B
曲
線
の
右
方
に
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
す
る
物
価
水
準
に
た
い
し
て
利
子
率
は
低
す
ぎ
、
証
券
の
超
過
供
給
を
生
じ
、
｀
利
子
率
は
引
下
げ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
I
、
の
各
点
の
矢
印
の
方
向
に
調
節
作
用
が
働
く
。
点
g
へ
の
収
飲
径
路
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
以
上
の
説
明
は
―
つ
の
市
場
の
超
過
需
要
は
そ
の
市
場
の
価
格
に
の
み
影
響
す
る
と
い
う
暗
黙
の
仮
定
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
せ
ら
れ
た
い
。
商
品
（
証
券
）
の
超
過
需
要
は
商
品
（
証
券
）
価
格
を
せ
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
品
）
価
格
を
引
上
げ
る
作
用
を
も
つ
。
証
券
（
商
品
）
皿
セ
ク
タ
ー
で
は
他
の
市
場
よ
り
発
し
て
い
る
市
場
力
を
強
め
る
が
、
JI
、
皿
、
ヨ
リ
低
い
価
格
で
商
品
（
証
券
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
軽
減
し
よ
う
と
す
る
。
IV
の
セ
ク
ク
ー
に
お
い
て
は
a
、
b
、
d
a
s
h
曲
線
は
e
、
h
、
K
点
よ
り
均
衡
の
超
過
供
給
は
証
券
（
商
品
）
価
格
を
引
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
資
金
不
足
を
Il
、
IV
セ
ク
ク
ー
で
は
弱
め
る
。
安
定
条
件
で
考
察
し
た
皿
、
⑫
式
は
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
1
図
に
よ
る
説
明
は
K
2
1
1
K
3
1
1
0
の
特
殊
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
以
下
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
は
商
品
市
場
と
貨
幣
市
場
で
以
て
す
る
分
析
、
C
、
d
お
よ
び
貨
幣
量
変
化
、
流
動
性
選
好
ッ
フ
ト
の
効
果
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
が
数
式
的
に
は
取
扱
っ
て
い
な
い
貨
幣
量
変
化
の
比
較
静
学
的
分
析
を
数
式
的
に
示
す
に
と
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安
定
条
件
g) 
=
9
)
 
0
8
)
 
亜
gn
丑
．
葦
L(Y、
M
了
Y
p
o
 
F
(
Y
,
 
r, 
非
自
発
的
失
業
の
存
在
の
ゆ
え
に
賃
金
と
価
格
が
硬
直
的
で
実
質
粗
国
民
生
産
物
Y
を
変
数
と
仮
定
す
る
。
価
格
ー
賃
金
の
硬
直
性
の
ゆ
え
に
不
均
衡
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
る
労
働
市
場
を
再
び
無
視
し
て
体
系
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
構
成
さ
れ
る
。
湛
遥
宦
湘
叫
緬
湛
涵
途
漆
叫
額
均
衡
へ
の
動
学
的
継
起
分
析
な
ら
，
び
に
貨
幣
量
変
化
の
新
均
衡
点
へ
の
動
学
的
継
起
分
析
は
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
が
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
が
展
開
し
て
い
な
い
安
定
条
件
と
貨
幣
量
変
化
の
比
較
静
学
分
析
を
簡
述
し
て
み
る
。
体
系
B
(
Y
,
 
}
,
 
~
)
1
1
1
H
（
こ
．
咋
）
I
]
（Y
←
誉
I
I
O
尽
了
に
p
o
p
o
 
ゞ
t
を
時
間
と
し
、
fJB/fJY11B1̀
ミ
F
]ご
Y
1
1
F
1
と
表
示
す
れ
ば
、
四
W
o
r
k
i
n
gー
非
自
発
的
失
業
の
も
と
で
1
つ
ま
り
貨
幣
供
給
量
の
増
加
は
利
子
率
を
変
化
せ
し
め
ず
、
物
価
を
比
例
的
に
上
昇
せ
し
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
U
6
)
 
゜
d
r
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d
M
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l l 
| 
事F2 
I I 
違遠
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翠ミ1~
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⑨
と
皿
式
を
貨
幣
量
M
で
全
微
分
す
れ
ば
、
d
p
p
 
＂ 
d
M
 
M
 
『
n
ペ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
d
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＾
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
d
r
 
B
s
(
F
i
|
1
)ー
B
1
F
s
"＂‘ 
d
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逗
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j1110
で
あ
る
。
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l
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p
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1
1
K
2
[
F
(
Y
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1`
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昼
ー
Y
-
1
1
K
2
[
F
2
(
r
|
r
o
)
＋（
F
1
ー
l
)
(
Y
ー
Yo)]
dt 
Po 
k
1
1
[ ー
K1
勺］
...は
1 . 
t-' 
l l 
と
お
け
ば
、
安
定
条
件
は
特
性
方
程
式
―
K
A
—
d
I
-
1
1
0
の
根
の
実
部
が
す
べ
て
負
、
即
ち
I
K
A
I
1
1
-
K
―I
A
I
V
oな
る
こ
と
で
あ
る
0
I
K
I
1
1
|
K
1
K
2
A
0
で
あ
る
か
ら
‘
I
A
I
A
0が
安
定
条
件
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
―
A
l
1
1
(
—
ト
ド
）
（
F
1
|
l
)
-
B
1
F
2
/
d
お
ヽ
y
の
増
加
は
一
方
で
は
企
業
の
投
資
財
需
要
増
加
に
資
金
を
給
す
べ
き
証
券
の
供
給
I
の
増
加
(h)
と
他
方
で
は
家
計
の
証
券
需
要
H
の
増
加
(rfl.)
を
も
た
ら
す
が
、
つ
ぎ
に
、
B
2
A
0
`
0
A
F
1
A
1
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
〔註
6
〕
比
較
静
学
ー
貨
幣
量
変
化
の
効
果
貨
幣
量
M
を
可
変
と
お
い
て
⑱
、
⑲
式
を
M
で
全
微
分
す
れ
ば
、
い
て
、
ま
ず
B
1
1
1
1
H
1
—
j
を
み
る
に
、
ス。
し
←.__J 
A
1
1
[
—
疇
怠 01
)
 
゜
P
o
l
A
 
B
2
F
a
+
B
a
F
2
 
1
 
y
2
 
五
I
A
I
A
0
が
判
定
さ
れ
か
く
し
て
体
系
は
安
定
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
が
丁
度
等
し
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
B1111H1| 
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た
だ
し
0
八
F
1
八
1̀
F
2
ハ^〇
9
F
3
>
。
9
B
1
1
1
0
,
 
B
2
A
0
,
 
芍
3
>
0
を
考
慮
す
れ
ば
、
〗
5八
0
`
i
5
v
0
と
い
う
結
果
を
う
る
。
〔註
1
〕
貨
幣
賃
金
率
、
物
価
、
証
券
価
格
(11
利
子
率
の
逆
数
）
、
お
よ
び
1
貨
幣
単
位
と
仮
定
さ
れ
た
る
法
定
紙
幣
(fiat
p
a
p
e
r
 m
o
n
e
y
)
の
価
格
の
こ
と
を
指
す
。
〔註
2
〕
経
済
全
体
の
予
算
制
約
式
は
、
「
貨
幣
需
要
量
1
初
期
貨
幣
保
育
裁
十
当
期
中
の
労
働
・
商
品
・
証
券
の
販
売
よ
り
す
る
計
画
貨
幣
流
入
ー
当
期
中
の
労
働
・
商
品
・
証
券
の
購
入
に
向
け
ら
れ
る
計
画
貨
幣
流
出
」
で
あ
る
。
こ
の
式
に
利
子
収
支
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
そ
の
集
計
盤
が
0
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
註3
〕
矢
尾
次
郎
「
マ
ネ
ー
・
イ
ル
ゥ
ジ
ョ
ソ
」
国
民
経
済
雑
誌
第
五
巻
第
百
号
一
七
三
—
五
頁
、
一
七
七
ー
八
頁
。
〔註
4
〕
前
掲
〔
註
2
〕
の
予
算
制
約
式
を
み
よ
。
こ
れ
よ
り
、
ワ
ル
ラ
ス
法
則
は
、
貨
幣
の
超
過
需
要
額
1
1
1
労
働
の
超
過
供
給
額
＋
商
品
の
超
過
供
給
額
＋
証
券
の
超
過
供
給
額
と
し
て
示
さ
れ
よ
う
。
〔註
5
〕
パ
テ
ィ
ン
キ
ソ
の
証
明
(Patinkin:
ibid, 
pp. 3
5
3
|
4
)
に
若
干
手
を
加
え
て
解
説
す
れ
ば
、
X
;
(
)
は
超
過
需
要
函
数
で
、
Kij
は
常
数
で
あ
る
。
d
P
;
 
9
1
1
1
1
ピ
K
;
;
X
;
(
p
i
,
…
…
9
吝
）
（
i
1
1
1
,
·
…
•
•
"
n
)
d
t
]
r
1
 
苔
苔
…
…
K
1
.
a
u
 a,2
…
•••a1. 
□ニ・2..•. 
K
2
n
-
9
A
1
1
-...••.. 
2
 
••... 
;:2
二
9
翌
11dij
ぃ[
_
1
1
`
`
〗
方
程
〗
n
`
I
」1
1ロロ
賛
[
〗
[
い
。
あ
〗
h〗□̀
〗mい
，
い
い
す
れ
ば
、
複
素
数
a
が
実
数
係
数
の
代
数
方
程
式
f
（
旦
）11
C
o注
＋
C
1
x
•
-
l
+
…
…
+
c
n
1
1
x
+
c
f
1
1
0
の
根
な
ら
ば
、
f
(
a
)
1
1
C
+
i
D
と
お
く
と
き
C
1
1
D
1
1
0
で
あ
る
か
ら
、
a
の
共
役
複
素
数
一
a
も
f
(
R
I
)
1
1
C
ー
i
D
1
1
0
で、
f
(
x
)
の
根
で
あ
る
。
か
く
し
て
m
個
の
複
素
数
は
x
+
i
y
と
f
ー
iy
と
い
う
対
に
て
生
じ
る
の
で
m
は
複
数
で
、
し
か
も
(
x
+
i
y
)
（
zー
i
y
)
1
1
x
2
+
y
2
よ
り
m
個
の
根
の
積
は
正
で
あ
る
か
ら
一
K
A
一
の
符
号
は
n
_
m
個
の
実
根
の
積
の
符
号
に
等
し
い
。
実
根
が
す
ぺ
て
負
な
る
た
め
に
は
、
(
n
_
m
)
が
偶
数
、
し
た
が
っ
て
n
が
偶
数
な
ら
ば
―
K
A
I
1
1
I
K
I
I
A
l
>
O
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
(
n
ー
m
)
が
奇
数
、
し
た
が
っ
て
n
が
奇
数
な
ら
ば
―
K
A
I
1
1
-
K
―
I
A
I
A
0
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
証
明
パ
テ
ィ
ソ
キ
ジ
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
一六
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1
で
あ
る
よ
う
に
単
位
が
と
ら
れ
る
。
(
5
)
貨
幣
供
給
量
は
不
変
と
す
る
。
七
(
6
)
輸
出
入
は
消
費
財
と
投
資
財
で
あ
る
。
-Mo-P
の
み
な
ら
r
（
も
し
く
は
1
-
r
)
、
(
7
)
 
券
保
有
は
函
数
の
中
に
含
め
な
い
。
こ
れ
は
パ
テ
ィ
ン
(
2
)
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
は
封
鎖
体
系
模
型
で
、
完
全
雇
用
の
ば
〔註
6
〕
前
提
終
り
。
第
二
節
政
府
債
発
行
の
ケ
ー
ス
を
考
慮
し
た
上
で
の
こ
の
貨
幣
量
変
化
の
効
果
の
比
較
静
学
分
析
は
P
a
t
i
n
k
i
n
:
-
i
b
i
d
,
 
p.36
 
開
放
体
系
と
比
較
静
学
(
1
)
外
国
の
粗
実
質
国
民
所
得
、
価
格
、
利
子
率
、
実
質
現
金
残
高
を
不
変
と
仮
定
し
て
一
国
模
型
を
採
用
す
る
。
二
国
模
型
を
用
い
な
い
理
由
は
計
算
の
簡
単
化
の
た
め
に
す
ぎ
な
い
。
あ
い
粗
実
質
国
民
所
得
(1
粗
実
質
国
民
生
産
物
）
y
を
常
数
と
し
て
扱
い
、
非
自
発
的
失
業
の
存
在
す
る
ば
あ
い
Y
を
可
変
と
し
価
格
の
硬
直
性
を
仮
定
し
た
。
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
や
り
方
を
そ
の
ま
ま
開
放
体
系
に
展
開
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
が
妙
味
に
乏
し
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
商
品
供
給
函
数
に
お
け
る
零
次
の
同
次
性
（
マ
ネ
ー
・
イ
ル
ゥ
ジ
ョ
ン
の
不
存
在
）
の
仮
定
を
は
ず
し
て
、
生
産
物
価
格
を
P
と
し
て
、
Y
1
1
Y
(
p
)
(
た
だ
し
y
は
P
の
増
加
函
数
）
と
い
う
型
の
供
給
函
数
を
仮
定
す
る
。
キ
ン
の
商
品
供
給
函
数
Y
1
1
S
(
w
/
p
,
Ko)
に
お
い
て
貨
幣
賃
金
率
W
の
硬
直
性
を
仮
定
し
て
も
え
ら
れ
る
。
ま
た
供
給
の
価
格
弾
P
0
Y
 
力
性
e
1
1
ー
．
—
|
が
無
限
大
の
ば
あ
い
。
＾
テ
ィ
ン
キ
ン
の
非
自
発
的
失
業
の
存
在
す
る
価
格
硬
直
性
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。
(
3
)補
Y
念
整
的
資
本
移
動
以
外
の
資
本
取
引
は
考
慮
し
な
い
。
証
券
の
国
際
取
引
は
な
い
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
封
鎖
体
系
と
同
様
初
期
証
(
4
)
初
期
に
貿
易
は
均
衡
し
て
お
り
、
ま
た
生
産
物
価
格
、
物
価
水
準
、
為
替
相
場
は
初
期
に
以
前
と
異
な
っ
て
、
消
費
•
投
資
函
数
、
証
券
の
需
給
お
よ
び
輸
入
数
量
の
函
数
は
y
、
〔註
1
〕
ず
、
相
対
価
格
rp-P
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
、
輸
出
数
量
函
数
は
P-rp
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
る
。
。
＾
テ
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規
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(
3
0
)
 
し
不
変
と
仮
定
）
、
P
は
自
国
の
物
価
水
準
、
S
は
証
券
の
超
過
需
要
量
、
L
は
実
質
貨
幣
総
需
要
量
、
X
は
輸
出
数
量
、
M
は
輸
入
数
〔註
2
〕
Wi
と
如
は
既
知
の
ウ
エ
イ
ト
で
あ
る
。
労
働
市
場
を
無
視
し
て
体
系
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
示
さ
れ
る
。
Y
(
P
)
1
1
号屯`
こ幸）＋涵
差
喋
↑
亨
）
110
斉
喉
9
：苓）
1
苓
B111娑
X
示）ー
rさ、
M
(
Y
,
!
!
J
1
こ、「亨）
p111W1P1+w2nP、
f
o
fい
L
、
W1+W21111
〔註
3
〕
こ
の
う
ち
証
券
市
場
も
し
く
は
貨
幣
市
場
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
こ
こ
で
は
封
鎖
体
系
の
ば
あ
い
と
同
様
に
貨
幣
市
場
を
省
い
〔註
4
〕
て
作
業
す
る
。
こ
れ
よ
り
均
衡
価
格
P
と
均
衡
利
子
率
r
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
定
条
件
初
期
に
P
、
P
、
が
、
冗
い
ず
れ
も
1
で
か
つ
X
1
1
M
｀
な
る
こ
と
に
留
意
し
、
自
国
の
輸
入
需
要
の
相
対
価
格
弾
力
自
国
生
産
物
の
供
給
の
価
格
弾
力
性
1
 
ax 
外
国
の
輸
入
需
要
の
相
対
価
格
弾
力
性
を
7
f
1
1
ー
・
1
 
8
M
 
性
を
7
h
1
1
|
．M
 8
(
‘
4
P
)
X
 
a
(
p
/
n
p
'
)
 O
E
O
E
 
E
a
1
1
_ー
|
E
4
1
1
8
E
0
E
 
|
．
|
と
し
、
そ
の
他
諸
限
界
性
向
を
、
E
1
1
1
|
|
-
E
2
1
1
 
1
 
a
y
 
Y
念
S‘
》
0
(
g
、A
P
)
9
o
r
9
0
(
M
o
!
P
)
'
を
e11
0
9
)
 
0
8
)
 
旦， g) 
量、
W
o
r
k
i
n
g
 
恙
甫
決
裾
滴
細
隊
蓋
涌
擦
洪
途
泰
叫
革
宦
湘
叫
葦
勘
定
建
為
替
相
場
で
。
＾
ラ
メ
ー
ク
ー
と
し
て
体
系
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
P
は
自
国
生
産
物
価
格
で
、
が
は
外
国
生
産
物
価
格
（
た
だ
渫
寧
述
華
洪
模
型
追
加
的
な
記
号
の
み
説
明
す
れ
ば
、
E
は
総
実
質
需
要
（
輸
入
を
含
む
）
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ソ
の
巨
規
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
B
は
自
国
貨
表
示
貿
易
差
額
、
八
冗
は
支
払
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3
)
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テ
ィ
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木
村
）
ら
す
と
き
を
不
安
定
、
影
響
な
き
と
き
を
中
立
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ea
—
Ma 
S3 
1
 ヽ
|
M
3
 
| 
ト」 0 0 
l l 
l l 
事翠瞬
| 1 
わ
れ
わ
れ
は
体
系
は
為
替
相
場
変
化
な
き
と
き
安
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
と
お
け
ば
、
(
3
2
)
 
翠
1
1
K
1
[
E
C
)
＋涵ー
Y
(
(P
—
Po)
+(
Ea-M~)(r1mo)] 
卓
1
1
1
—
K
2
S
(
k
1
1
[
K
1
 ゚
(3
>
表
示
す
れ
ば
、
ら。
I l 
｀ 
安
定
条
件
ほ
比
較
静
学
ー
為
替
安
定
性
O
S
 
O
S
 
0
(
は
P
、A
P
)
S111ー
S211
O
Y
 
九
の
ご
と
く
)
-
1
1
K
1
[
{
(
E
1
ーM
1
ーl
)
e
Y
-
E
2
＋（
1
＋7『
+
7
f
)
M
ー(E4|M4)lf7li。W1}
1
 
)
1
1
-
K
2
[
(
S
1
e
Y
-
S
2
|
S
4
M
i
°
W
1
)
(
p
|
P
o
)
|
-
S
s
(
r
|
m
o
)
]
 
～ヽ
(
E
1
1
M
1
ーl
)
e
Y
1
E
2
+
（1+7-i
十
7
f
)
A
f
ー(
E
4
ー]
4
i
)
M
o
W
1
A
1
1
[
S
1
e
Yー
S
2
-
S
4
A
f
i
W゚]
I
K
A
I
1
1
-
K
―IA
I
V
o
な
る
こ
と
で
、
as 
|
0
(
1
/
r
)
 
S3ー
-
K
-
A
0
で
あ
る
か
ら
一
A
l
<
O
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
閲
、
罰
、
図
式
を
冗
で
全
微
分
し
て
仕
一
伝
を
求
め
、
こ
れ
が
正
の
と
き
為
替
市
場
は
安
定
、
負
の
と
き
不
安
定
、
0
の
と
き
中
立
で
あ
る
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
為
替
デ
プ
レ
シ
ニ
ィ
シ
ョ
ン
が
貿
易
差
額
改
善
を
も
た
ら
す
と
き
を
安
定
、
貿
易
差
額
改
悪
を
も
た
(
E
1ー
M
1
|
l
)
e
Y
-
E
2
+（
1
+
7
h
よ
f
)
M
-
(
E
4
-
M
S
M
o
w
1
S
1
e
Y
|
S
2
ー畠。
W
1
[ーM,e
Y
+（
1
；さ）
M
+
旦。
W
1
卑
M
s
]
|
i
o
l
s
3
 
芝
M
芝
M
芝
M
哭
i
i
。[P
)
|
M
3
1
1
_ー|．
Af4""
as 
O
Y
.
s
‘
 
M
1
1
1
 
叉
C
M
o
/
P
)
'
s411 
以
下
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毬 (30
 
E
1ー
1
S1 
d
B
 ＂ 
d
n
 
ー
M
1
E
a
 
S
3
 
1
 
r2 
-Ma 
直
1
+
7
h
+
7
f
)
M
+（
E
4
合）
M
=
]
1
ー
S2
＋畠。翌
2
[
(
1
+
円h
+
7
f
)
M
—
尽
誓2
(
E
1—
l
)
e
Y
ー
i
]
。
S
1
e
Y
~
S
4
A
f
i
。
d
B
 I 
d
r
 
-
M
i
e
Y
+
A
f
4
A
f
c。
生
産
物
価
格
、
|
E
2
+
E
4
]
N
0
W
2
 
ー
S
2
+
S
4
M
o
w
2
I
A
I
A
0
で
あ
る
か
ら
分
母
は
正
、
し
た
が
っ
て
為
替
市
場
が
安
定
で
あ
る
た
め
に
は
分
子
の
行
列
式
が
正
で
あ
れ
ば
よ
い
。
利
子
率
に
与
え
る
効
果
も
閲
よ
り
容
易
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
、
即
ち
e
1
1
8
の
ば
あ
い
に
お
け
る
dB-
な
の
み
を
示
せ
ば
、
|
E
2
+
E
J
l
?
o
w
2
 
E
1
|
M
1ー
1
ー
S
2
+
S
4
M
o
w
2
+(-1)1 Si 
(
1
+
7
h
+
1
f
)
M
-
M
4
M
o
w
2
 
比
較
静
学
ー
賠
償
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
効
果
ま
た
こ
こ
で
非
自
発
的
失
業
の
存
在
す
る
ケ
ー
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
殊
な
仮
定
の
も
と
に
賠
償
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
効
果
を
考
察
し
て
み
る
。
賠
償
支
払
国
の
政
府
は
賠
償
を
税
収
入
よ
り
支
払
い
、
そ
の
た
め
流
通
場
裡
よ
り
吸
上
げ
ら
れ
た
貨
幣
量
減
少
を
補
整
す
る
手
段
に
出
な
い
と
す
れ
ば
支
出
及
び
貨
幣
数
量
の
そ
れ
だ
け
の
減
少
と
な
る
。
他
方
賠
償
受
取
国
の
政
府
は
受
取
っ
た
賠
償
金
を
以
て
準
備
と
し
、
そ
れ
に
等
額
の
紙
幣
を
発
行
し
て
、
例
え
ば
公
共
事
業
に
投
資
す
る
と
す
れ
ば
（
第
一
節
の
前
提
(
6
)
の
政
府
は
家
計
よ
り
の
消
費
財
の
購
入
に
税
収
入
を
す
べ
て
支
出
E
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と
表
示
し
て
、
爵
芝
W
O
(
T
A
P
)
 
M511 
史
(
T
A
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)
.
T110, 
d
M、IIdT
を
考
慮
し
、
ま
た
Es11
(
3
9
)
 
(
3
8
)
 
(
3
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(
3
6
)
 
す
る
と
い
う
仮
定
は
こ
こ
で
除
去
さ
れ
て
、
政
府
は
投
資
財
に
も
支
出
す
る
と
改
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
）
、
の
そ
れ
だ
け
の
増
加
と
な
る
。
か
く
仮
定
し
て
、
賠
償
受
取
額
を
自
国
貨
表
示
T
で
表
わ
し
て
賠
償
受
取
国
の
効
果
を
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
を
M
と
し
、
為
替
相
場
は
不
変
で
、
初
期
に
お
い
て
、
国
際
収
支
B
は
均
衡
し
て
お
り
か
つ
賠
償
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
0
と
す
る
。
d
M
(
=
d
M、
)
の
符
号
さ
え
負
に
変
更
す
る
だ
け
で
賠
償
支
払
国
の
効
果
を
推
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
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)
 
貿
易
差
額
は
外
貨
準
備
の
変
分
に
等
し
い
と
お
く
。
体
系
は
賠
償
変
化
な
き
と
き
安
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
皿
式
の
左
辺
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
行
列
式
は
ー
―
A
一
で
正
で
あ
る
（
但
し
前
記
IAI
の＿
M
を
M
に
変
え
る
こ
と
）
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
受
取
っ
た
賠
償
額
は
す
べ
て
支
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
瓦
は
1
に
等
し
い
。
ま
た
M
は
政
府
が
政
府
貿
易
に
よ
っ
て
そ
の
賠
償
受
取
額
の
う
ち
か
ら
輸
入
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
E
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)
e
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e
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M
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e
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＋
Afdu.、W
1
ー
つ
の
拡
張
模
型
ー
実
質
外
貨
準
備
効
果
な
お
注
意
す
べ
き
は
こ
こ
で
は
実
質
貨
幣
需
要
函
数
L
こ
れ
ま
で
貨
幣
供
給
量
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
き
と
き
一
定
と
仮
定
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
法
定
紙
幣
と
し
て
の
貨
幣
の
実
質
残
高
効
果
に
加
う
る
に
貿
易
差
額
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
外
貨
準
備
の
変
化
の
効
果
を
考
慮
せ
る
模
型
を
考
察
す
る
。
簡
単
化
の
た
め
に
ク
イ
ム
ラ
グ
を
無
視
し
、
国
際
収
支
に
及
ぼ
す
効
果
は
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と
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開
放
体
系
へ
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こ
こ
で
R
は
外
貨
表
示
外
貨
準
備
を
示
す
。
な
お
仮
定
に
よ
り
d
B
1
1
d
(
d
R
)
で
あ
る
。
E
6
1
1
S
6
1
1
芝
M
M
6
1
1
と
表
示
し
て
、
⑯
式
を
省
略
し
て
作
業
を
行
い
、
為
替
安
定
性
の
み
を
考
察
し
て
お
こ
う
。
な
お
問
題
を
さ
ら
に
0
(已
R
A
P
)
簡
単
に
す
る
た
め
に
増
加
は
一
方
家
計
の
証
券
需
要
を
増
す
が
、
他
方
企
業
の
y
増
加
の
結
果
と
し
て
の
投
資
財
需
要
増
加
に
資
金
を
給
す
る
証
券
発
行
の
増
加
が
あ
り
、
両
者
は
等
し
い
大
き
さ
で
あ
る
と
考
え
る
(
S
1
1
1
0
)
、
と
み
る
(
S
2
1
1
0
)
ま
た
実
質
現
金
残
高
の
増
減
と
実
質
外
貨
準
備
増
減
の
証
券
の
超
過
需
要
に
及
ぼ
す
効
果
は
等
し
い
と
み
る
(
S
4
1
1
S
6
)
最
後
に
、
外
貨
準
備
の
増
減
に
よ
る
商
品
支
出
増
減
は
輸
入
増
減
の
み
で
あ
る
と
み
る
(
E
6
1
1
M
a
)
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
⑬
＿
dr
の
結
果
式
を
示
せ
ば
、
(4oo)
意
甫
汁
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(
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に
、
相
対
価
格
変
化
は
証
券
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超
過
需
要
に
影
響
し
な
い
と
い
う
仮
定
を
附
加
し
て
み
よ
う
。
B
1
1
1
p
x
(
¾
,
)
ー
r
p、M
(
Y
.
嗅
こ
、
-
亨
素
）
i
p、
M
.
1
t
5
I
]。+
r
R
L
一Y,p,r, 
p
J
P
)
|
P
 
品
差
嗅
`
}
「
達
｀
i
T
)
1
1
0
Y
(
P
)
1
1
芸（
Y
,
喋
；
壼
jO
―素）＋
g
は
、
法
定
紙
幣
と
外
貨
準
備
（
自
国
貨
表
示
額
）
の
合
計
の
実
質
価
値
の
需
要
函
数
で
あ
る
。
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察
さ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
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+
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1
＋
ま
＋
7
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)
M
+
M
`
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1
+
M
s
R
w
1
,
M
3
砂
dn
、
dr-dTr
も
同
様
に
し
て
容
易
に
求
め
う
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。
以
上
の
展
開
で
わ
れ
わ
れ
は
従
来
の
所
得
と
価
格
を
戦
略
変
数
と
し
た
模
型
よ
り
一
歩
進
め
て
、
利
子
率
、
実
質
現
金
残
高
お
よ
び
外
貨
準
備
の
諸
効
果
を
考
察
に
加
え
て
き
た
。
残
さ
れ
た
問
題
を
指
摘
す
れ
ば
、
|
（
1
+
A
4
6
)
 
わ
れ
わ
れ
の
得
た
結
果
式
は
複
雑
す
ぎ
て
容
易
に
比
較
静
学
的
分
析
の
効
果
の
符
号
す
ら
判
定
し
が
た
い
。
そ
こ
で
既
に
前
述
四
の
―
つ
の
拡
張
模
型
で
試
み
た
よ
う
な
諸
性
向
に
か
ん
す
る
仮
定
を
さ
ら
に
附
加
し
て
単
純
化
を
は
か
る
ケ
ー
ス
・
ア
ナ
リ
シ
ス
を
行
う
と
い
う
問
題
が
一
っ
。
も
っ
と
も
か
か
る
単
純
化
は
模
型
の
一
般
性
を
損
う
欠
点
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
自
生
的
資
本
移
動
と
証
券
の
国
際
取
引
の
問
題
も
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
に
則
す
れ
ば
相
対
価
格
は
自
国
品
に
つ
い
て
は
P
-
P、
外
国
品
に
つ
い
て
は
rP-P
と
表
示
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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簡
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た
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p
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の
形
で
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し
た
が
マ
ネ
ー
・
イ
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ゥ
ジ
ョ
ン
不
存
在
仮
定
が
妥
当
す
る
こ
と
に
変
り
は
冗
な
い
。
E
3
 
S3 
1
 
r2 
_
M
3
 
S4 ゜
(
1
+
7
h
＋
ミ
）
A
f
1
M
4
M
i。W
2
1
M
6
R
W
2
-
E
2
+
E
4
M
o
w
2
+
M
5
R
W
2
 
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
四
四
225 
ハ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
巨
視
的
模
型
と
そ
の
開
放
体
系
へ
の
適
用
（
木
村
）
四
五
（
一
九
六
0
年
八
月
二
十
五
日
）
〔註
2
〕
p
翌
inkin:
i):>id, 
p.289 
〔註
3
〕
労
働
市
場
を
無
視
し
て
封
鎖
体
系
に
お
け
る
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法
則
は
、
自
国
品
の
自
国
内
へ
の
実
質
供
給
量
を
S
、
自
国
品
の
自
国
内
の
実
質
需
要
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と
表
わ
せ
ば
、
P
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-
M
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S
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示
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れ
る
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閾
式
の
貿
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義
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左
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B
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補
整
的
資
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移
動
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、
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右
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、
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市
場
を
省
き
貨
幣
市
場
で
以
て
作
業
し
た
も
の
に
池
本
清
「
利
子
率
、
実
質
現
金
残
高
、
為
替
相
場
」
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あ
る
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7
の
眼
g
界
漏
出
係
数
を
も
適
用
し
て
為
替
安
定
性
論
を
試
論
し
た
力
作
で
あ
る
。
